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⑤就労支援業務を行う上で困っていること 

 一般就労に向けた支援にあたり、困っていることと特に困っていることについて質問したと

ころ、下表のような結果となった。 

 
【図表 5-20 困っていること】 

※困っていることは、はい／いいえの二択（ｎは項目右）、特に困っていることは、３つまで複数回答（n=25） 
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福祉や教育等の機関に障害者の支援ノウハウを

理解させるのが難しい(n=26)

就労支援以外の業務が多く、就労支援を行う時間が

ほとんどない(n=27)

就労支援に必要な実践的なノウハウを習得する

機会が不足している(n=27)

就労支援に必要な知識が足りない(n=27)

就労支援に必要な知識を習得できる研修の機会が

不足している(n=27)

就労支援の実践的なノウハウが蓄積されていない

(n=27)

支援している障害者（保護者）が一般就労に関して

熱心でない(n=26)

障害者の特性や状態像の把握したり、信頼関係を築くのが

難しい(n=27)

業務が忙しく、外部の研修等に参加できない(n=27)

地域の就労支援機関との連携がうまくできない(n=27)

障害者雇用に関して企業トップの理解がない(n=27)

地域に就労支援サービスの利用対象となる障害者が

少ない(n=26)

職場の上司や同僚が就労支援に関して理解がない

(n=27)

どこから就労支援をはじめていいのかわからない(n=27)

地域の関係機関が就労支援に熱心でない(n=27)

就労支援に関して悩みがあるときに相談する先がない(n=27)

困っていること

特に困っていること

 
 
⑥困った時の相談先 

 一般就労に向けた支援にあたり、困ったときの相談先について質問をしたところ、同じ事業

所の上司・同僚が最も高く、続いて障害者職業センターのカウンセラーが高かった。 

 
【図表 5-21 相談先（複数回答）】(n=27) 
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同じ事業所の上司・同僚

障害者職業センターの障害者職業カウンセラー

他の機関で障害者の就労支援を担っている人（上記以外）

労働局・ハローワークの担当者

特別支援学校の先生

企業の担当者や職場適応援助者（第2号JCジョブコーチ）

障害者職業センターの職場適応援助者（配置型ジョブコーチ）

社会福祉法人等の職場適応援助者（第1号JCジョブコーチ）

地方自治体の職員

その他

相談先はない
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（３）研修 

①就労支援に係る研修の受講状況 

 就労支援に係る研修の受講状況について質問したところ、法人内の研修以外に、障害者総合

職業センターで行っているセミナーや研究発表会への受講経験が高かった。 

 
【図表 5-22 研修の受講状況】 
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法人内で行う研修・勉強会（就労支援以外）

(n=26)

法人内で行う研修・勉強会（就労支援関係）

(n=26)

職業リハビリテーション実践セミナー

（高障機構・総合センター）(n=26)

職業リハビリテーション研究発表会

（高障機構・総合センター）(n=26)

民間機関・ＮＰＯ等の就労支援研修

（上記ジョブコーチ養成研修以外）(n=25)

自治体が行う就労支援研修(n=26)

就業支援基礎講座

（高障機構・障害者職業センター）(n=27)

職業リハビリテーション推進フォーラム

（高障機構・障害者職業センター）(n=27)

受講した

受講予定

機会があれ
ば受講したい

受講予定なし

 
 

 

②就労支援に係る研修の受講希望 

 就労支援を行うに当たって、受講したい研修プログラム等について質問をしたところ、各種

研修よりも、ケーススタディや交流会への参加希望が高かった。 

 
【図表 5-23 研修の受講希望】 
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就労支援に関するケーススタディが中心の研修(n=27)

他の機関の就労支援担当者等との交流会(n=27)

地域の関係機関の関係者（就労支援を担う者以外

も含む。）との交流会(n=27)

就労支援に関する専門的な支援スキル・技術を

身につける研修(n=27)

ジョブコーチに関する専門的な知識やスキルを

習得する研修(n=26)

就労支援に関する専門的な知識を習得する研修(n=27)

外部の専門家から就労支援に関する助言やアドバイス

(n=27)

ジョブコーチに関する基本的な知識やスキルを

習得する研修(n=26)

就労支援に関する基礎的な支援スキル・技術を

身につける研修(n=27)

就労支援に関する基礎的な知識を習得する研修(n=27)

就労支援に関する座学（講習）が中心の研修(n=27)

ぜひ受けたい

どちらかといえ
ば受けたい

受けたくない
（必要がない
から）

受けたくない
（業務多忙の
ため）

 
 

 
 


